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特
集4〜5 「第69回新潟県公民館大会を振り返って」

豊浦地区公民館高齢者事業「豊浦大学」講座（新発田市中央公民館）
学び・共に楽しむ色んな講座、今回は美味しいお茶の入れ方です。

２……… トピックス 「本紙 第1回編集委員会開催」
３……… 視 点 「公民館の構想を実現した人」　十日町市中条公民館長　岩田　雅己

ひ ろ ば 「地域に根ざした特色ある活動を…」　長岡市越路支所 地域振興課　青木　隆
掲 示 板 「第40回全国公民館研究集会東京大会開催」

6……… 実践記録シリーズ 「子どもわくわく教室」　弥彦村公民館
7……… サークル交流 「親子で一緒に遊んで幸せいっぱい♪」（五泉市）

「パソコンクラブ活動日誌」（燕市）
素 顔 拝 見 瀬賀　元子さん（関川村）／佐藤　春奈さん（柏崎市）

８……… お元気ですか 「ワイワイガヤガヤ」　加茂市・青木　敏男さん
ネットワーク にいがた　生涯学習県民フォーラム2018開催



2７月３日㈫　第１回月報編集委員会　新潟市中央公民館　事務局２名出席 ひとくち情報

▶
T

O
P
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S

本
紙 
第
1
回
編
集
委
員
会
開
催�

　公民館月報原稿執筆割当一覧� 平成30年10月～平成31年９月

　

本
紙
の
編
集
委
員
会
が
、７
月
３

日（
火
）に
新
潟
市
中
央
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
編
集
委
員
は
次
の
と
お

り
で
す
。

１　
五
十
嵐
和
彦

 

（
県
代
表　
県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
）

２　
丸
山　
聖
乃

　
　
（
上
越
地
区
代
表　
上
越
市
）

３　
渡
邊　
善
則

　
　
（
中
越
地
区
代
表　
小
千
谷
市
）

４　
岩
崎　
裕
一

　
　
（
中
越
地
区
代
表　
湯
沢
町
）

５　
板
垣　
敏
幸　

　
　
（
下
越
地
区
代
表　
村
上
市
）

６　
布
施
菜
美
子

　
　
（
新
潟
市
代
表　
新
潟
市
）

７　
小
出　
守
仁

　
　
（
新
潟
市
代
表　
新
潟
市
）

８　
広
瀬　
松
司

　
　
（
県
公
連
事
務
局
長　
編
集
長
）

　

会
議
は
、編
集
の
基
本
方
針
の
確

認
と
公
民
館
月
報
平
成
30
年
10
月
号

（
７
８
８
号
）
～
平
成
31
年
３
月
号

（
７
９
３
号
）ま
で
の
紙
面
構
成
を
中

心
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
表
紙

　
・カ
ラ
ー
印
刷

　
・ 公
民
館
活
動
の
写
真　

人
物
が

写
っ
て
い
る
の
が
原
則
。

　
・ 鮮
明
な
写
真
に
す
る
た
め
解
像

度
の
高
い
写
真
を
お
願
い
す
る
。

○
ト
ピ
ッ
ク
ス

　
・ 県
公
連
の
全
体
の
活
動
か
ら
事

務
局
長
が
執
筆
す
る
。

○
視
点

　

・ 

社
会
教
育
関
係
者
の
執
筆
が

原
則
。
専
門
的
な
視
点
で
執
筆

す
る
。

○
特
集

　

・ 

年
間
計
画
よ
り
執
筆
依
頼
す

　
ま
た
、各
市
町
村
の
執
筆
割
当
は
、

編
集
委
員
で
協
議
を
重
ね
次
の
と
お

り
と
な
り
ま
し
た
。

　

執
筆
依
頼
に
つ
い
て
は
、発
行
月

の
２
か
月
前
に
文
書
で
各
市
町
村
に

依
頼
さ
れ
ま
す
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

（
広
瀬
）

る
。

○
実
践
記
録
シ
リ
ー
ズ

　

・ 

平
成
31
年
10
月
号
ま
で
に
30

市
町
村
す
べ
て
の
実
践
を
紹

介
す
る
。

○
ひ
ろ
ば

　
・ 市
町
村
の
公
民
館
運
営
審
議
会

委
員
を
中
心
に
執
筆
す
る
。

○
お
元
気
で
す
か

　
・ 退
職
後
に
公
民
館
な
ど
で
の
活

動
を
元
気
に
や
っ
て
い
る
シ
ニ

ア
が
執
筆
す
る
。

○
そ
の
他

　
・ 掲
示
板
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
、恵
贈
資

料
紹
介
は
、事
務
局
長
が
執
筆

す
る
。

　
本
紙
も
今
月
号
で
７
８
６
号
の
発

行
に
な
り
ま
し
た
。
有
料
販
売
と
い

う
こ
と
や
毎
月
の
県
単
位
で
の
発
行

は
全
国
で
も
唯
一
の
活
動
で
す
。
近

年
購
読
数
減
少
と
い
う
課
題
も
あ
り

ま
す
が
、今
後
も
編
集
委
員
で
購
読

者
の
皆
様
か
ら
共
感
し
て
い
た
だ
け

る
編
集
に
心
が
け
、質
の
高
い
魅
力

の
あ
る「
公
民
館
月
報
」を
発
行
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

月　号 表紙 ひろば サークル交流 素顔拝見 お元気 実践

H30  10月 粟島浦村 刈 羽 村 湯 沢 町 津 南 町 三 条 市 妙 高 市 上 越 市 見 附 市

11月 魚 沼 市 燕 市 田 上 町 糸魚川市 五 泉 市 新発田市 新 潟 市 聖 籠 町

12月 阿 賀 町 小千谷市 関 川 村 弥 彦 村 胎 内 市 刈 羽 村 柏 崎 市 佐 渡 市

Ｈ31 　１月 新 潟 市 上 越 市 阿賀野市 南魚沼市 津 南 町 出雲崎町 湯 沢 町 加 茂 市

２月 村 上 市 妙 高 市 三 条 市 長 岡 市 見 附 市 佐 渡 市 糸魚川市 十日町市

３月 弥 彦 村 新発田市 五 泉 市 胎 内 市 魚 沼 市 柏 崎 市 燕 市 関 川 村

  ４月 加 茂 市 南魚沼市 新 潟 市 阿 賀 町 聖 籠 町 粟島浦村 津 南 町 小千谷市

５月 燕 市 十日町市 刈 羽 村 佐 渡 市 村 上 市 阿賀野市 三 条 市 出雲崎町

６月 胎 内 市 新 潟 市 上 越 市 柏 崎 市 長 岡 市 田 上 町 五 泉 市 妙 高 市

７月 阿賀野市 糸魚川市 聖 籠 町 新発田市 南魚沼市 弥 彦 村 関 川 村 阿 賀 町

８月 佐 渡 市 三 条 市 見 附 市 出雲崎町 加 茂 市 上 越 市 長 岡 市 魚 沼 市

９月 柏 崎 市 田 上 町 小千谷市 村 上 市 糸魚川市 新 潟 市 十日町市 湯 沢 町

№786（第３種郵便物認可）  平成30年８月15日 

編集委員会の様子



3 ひとくち情報 ７月４日㈬　社団懇代表者会　新潟県商工会館　事務局長出席

ひろばひろば

掲示板 HOT NEWS 第40回全国公民館研究集会東京大会開催

　

越
路
公
民
館
で
は
、就
園
前
の
幼

児
と
保
護
者
を
対
象
に
し
た
る
ん
る

ん
親
子
教
室（
る
ん
る
ん
と
は
越
路

地
域
の
宝
で
あ
る
ホ
タ
ル
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
こ
と
）や
、女
性
向
け
の
い
き
い
き

レ
デ
ィ
ー
ス
講
座
、60
歳
以
上
が
対

象
の
幸
齢
者
教
室
な
ど
を
開
催
し
、

様
々
な
テ
ー
マ
の
体
験
や
講
演
を
通

し
て
日
常
生
活
に
役
立
つ
教
養
・
健

康
な
ど
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
と

と
も
に
、仲
間
づ
く
り
の
場
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
大
人
気
の
幸
齢
者
教
室
で
は

ク
ラ
ブ
活
動
と
称
し
て
、茶
道・
書
道・

絵
画・
焼
き
物
な
ど
の
文
化
部
門
や
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ・
健
康
体
操・
楽
し

く
歌
お
う
の
健
康
関
連
の
中
か
ら
一

つ
を
選
択
し
、そ
の
活
動
を
通
し
て
心

身
の
健
康
づ
く
り
に
励
ん
で
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

　

公
民
館
事
業
と
し
て
は
、越
路
地
区

ス
ポ
ー
ツ
協
会
と
連
携
し
て
各
種
ス

ポ
ー
ツ
大
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
の
一
つ
で
あ
る
越
路
地
域

市
民
駅
伝
大
会
は
今
年
で
61
回
目
を

数
え
ま
す
。
大
会
に
は
町
内
会・
地
元

企
業・
中
学
校
が
チ
ー
ム
を
編
成
し
、

お
互
い
の
絆
を
深
め
る
こ
と
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
60
回
記
念
大
会
で
は
、東

洋
大
学
の
創
設
者
井
上
円
了
が
旧
越

路
町
出
身
と
い
う
こ
と
で
、箱
根
駅

伝
の
上
位
常
連
校
の
東
洋
大
学
陸
上

競
技
部
を
招
へ
い
し
大
会
に
華
を
添

え
て
い
た
だ
き
、そ
の
走
り
に
見
る

も
の
全
員
が
感
激
と
驚
嘆
を
い
た
し

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
越
路
地
域
で
は
地
域

に
根
ざ
し
た
特
色
あ
る
活
動
を
行
い
、

地
域
の
活
性
化
や
住
民
同
士
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

十日町市中条公民館長
岩田　雅己

「
公
民
館
の
構
想
を
実
現
し
た
人
」

い
て
く
れ
た
方
と
い
う
の
は
聞
い
て

お
り
ま
し
た
が
、公
民
館
の
構
想
を
実

現
し
た
人
と
い
う
の
は
初
め
て
目
に

し
ま
し
た
。（
い
か
に
私
が
地
元
の
こ

と
や
先
輩
方
の
こ
と
を
よ
く
知
ら
な

い
か
と
い
う
こ
と
の
表
れ
で
す
ね
）。

　

こ
の
原
稿
の
依
頼
を
機
に
田
村
達

夫
氏
に
つ
い
て
調
べ
て
み
る
と
今
度

は
地
元
の
小
林
宏
行
氏
に
行
き
当
た

り
ま
し
た
。小
林
氏
は
、公
民
館
月
報

№
６
８
５
号（
平
成
22
年
３
月
15
日
）

の
視
点
に
寄
稿
し
て
い
ま
す
が
、そ

の
中
で
、ど
こ
の
公
民
館
も「
同
じ
顔
」

に
な
っ
て
い
な
い
か
と
い
う
こ
と
を

強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、地
域

に
し
っ
か
り
と
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、地

域
に
あ
る
課
題
を
見
つ
け
、事
業
に
ま

で
結
び
つ
け
る
努
力
を
公
民
館
に
期

待
し
て
い
る
の
で
す
。こ
れ
は
、金
太

郎
あ
め
で
は
な
く
独
自
の
顔
を
持
っ

た
公
民
館
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う

こ
と
で
す
。こ
れ
は
、田
村
氏
の
教
え

で
あ
り
、寺
中
氏
が
言
っ
た
公
民
館
の

構
想
を
実
現
さ
せ
た
姿
で
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
田
村
氏
も
小
林
氏
も

す
で
に
ご
逝
去
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
一
度
公
民
館
活
動
の
大
先
輩
で
あ

る
こ
の
お
二
人
の
公
民
館
に
寄
せ
る

熱
い
思
い
に
触
れ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

来
年
は
、奇
し
く
も
十
日
町
市
の

公
民
館
活
動
の
七
十
周
年
記
念
事
業

が
行
わ
れ
ま
す
。
私
の
勤
め
る
中
条

公
民
館
で
ぜ
ひ「
田
村
達
夫
氏
」の
功

績
を
展
示
し
、改
め
て
地
域
の
課
題

と
密
着
を
し
た
公
民
館
活
動
を
見
つ

め
直
す
機
会
を
作
っ
て
い
き
た
い
と

今
か
ら
構
想
を
練
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
秋
頃
で
し
ょ
う
か
、渋
川

市
古
巻
公
民
館
長
様
か
ら
公
民
館
だ

よ
り
が
届
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
の「
公
民
館
を
つ
く
っ
た

人
た
ち
」と
い
う
コ
ラ
ム
に
、私
ど
も

の
地
元
の
あ
る
方
が
紹
介
を
さ
れ
て

い
ま
し
た
。「
田
村
達
夫
」さ
ん
で
す
。

　

そ
こ
に
は
、「
初
め
て
公
民
館
を
構

想
し
た
の
が
寺
中
作
雄
さ
ん
な
ら
、

そ
の
構
想
を
実
現
し
た
の
が
新
潟
県

十
日
町
市
の
田
村
達
夫
さ
ん
で
す
。」

と
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
し
た
。
田

村
氏
が
十
日
町
市
の
公
民
館
活
動
に

熱
心
に
取
り
組
み
、そ
の
基
礎
を
築

地域に根ざした
�特色ある活動を…
長岡市越路支所 地域振興課

青木　隆

○日　　程　平成30年11月１日（木）
　　13：00　特別公演　　　池上　　彰（ジャーナリスト）
　　14：50　シンポジウム
　　　　　　池上　　彰（ジャーナリスト）
　　　　　　牧野　　篤（東京大学大学院教授）
　　　　　　吉田　博彦（ＮＰＯ法人教育支援協会）
　　　　　　村松真貴子（全国公民館連合会理事、
　　　　　　　　　　　　　　　フリーアナウンサー）
　　　　　　平成30年11月２日（金）

　　10：00　優良公民館表彰
　　13：30　社会教育功労者表彰式・全公連表彰式
○会　　場　日本青年館（東京都新宿区霞ヶ丘町４－１）
○申し込み　個人での申し込みになります。
　※ ７月１日から受付が始まっています。各市町村中央公

民館に７月19日（木）に開催要項、宿泊 ･ 交通 ･ 半日研
修申込書を送付しました。

　※ 問い合わせは、県公民館連合会事務局へお願いします。
　　ＴＥＬ　025-266-7711

№786（第３種郵便物認可）  平成30年８月15日 



4７月５日㈭　新潟県公民館大会第３回実行委員会　事務局２名出席 ひとくち情報

特
集

○
開
式
前　
参
加
者
の
皆
様
が
受
付
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

○
開
会
式

○
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

　

テ
ー
マ「
公
民
館
の
厳
し
い
現
実
と
こ
れ
か
ら
の
公
民
館
」

に
つ
い
て

　

昨
年
好
評
で
し
た
の
で
今
年
度
も
実
施
し
ま
し
た
。
テ
ー

永年勤続者表彰　受賞者
№ 氏　名 推薦公民館

１ 布
ふ

　施
せ

　菜
な み こ

美子 新潟市中央公民館

２ 小
こ

　林
ばやし

　重
しげ

　一
いち 新潟市西川地区公民館

３ 村
むら

　木
き

　　　薫
かおる

　加茂市公民館

４ 横
よこ

　尾
お

　二
ふ じ

二秋
あき 加茂市公民館

５ 小
こ

　林
ばやし

　礼
れい

　子
こ 見附市中央公民館

６ 野
の

　本
もと

　拓
たく

　臣
み 見附市中央公民館

７ 牧
まき

　野
の

　明
あき

　子
こ 見附市中央公民館

８ 松
まつ

　井
い

　幸
ゆき

　雄
お 見附市中央公民館

９ 金
かね

　子
こ

　紳
しんいちろう

一郎 燕市東公民館

10 齋
さい

　藤
とう

　勝
かつ

　四
し 燕市西燕公民館

11 伊
い

　藤
とう

　幸
ゆき

　雄
お 糸魚川市上南地区公民館

12 石
いし

　塚
づか

　総
ふさ

　子
こ 上越市大島地区公民館

13 中
なか

　村
むら

　清
せい

　一
いち 上越市大島地区公民館

14 内
うち

　山
やま

　　　裕
ひろし

　上越市大島地区公民館

15 臼
うす

　杵
き

　一
かず

　男
お 佐渡市赤泊地区公民館

16 松
まつ

　田
だ

　光
みつ

　正
まさ 魚沼市広神地区公民館

17 桑
くわ

　原
ばら

　英
ひで

　夫
お 南魚沼市公民館五十沢分館

18 西
にし

　潟
かた

　真
ま

　弓
ゆみ 南魚沼市公民館五十沢分館

19 松
まつ

　井
い

　　　崇
たかし

　南魚沼市公民館五十沢分館

20 中
なか

　俣
また

　敏
とし

　雄
お 南魚沼市中央公民館

21 水
みず

　野
の

　真
ま

　理
り 南魚沼市中央公民館

22 池
いけ

　田
だ

　　　茂
しげる

　田上町公民館

23 宮
みや

　川
かわ

　純
じゅん

　一
いち 五泉市巣本公民館

№786（第３種郵便物認可）  平成30年８月15日 

来賓の新潟市前田秀子
教育長のあいさつ。

齋藤弥一県公連副会長が閉式の 
ことばを述べ締めくくりました。

浅間直美大会会長のあいさつ。県公民館 
連合会会長・新潟市中央公民館長。

県内各地から400名以上の参加が 
ありました。座席は満席状態でした。

伊藤義則大会実行副委員長の力強い 
開会のことばで開式しました。

ご出席いただいた７名の
来賓の皆様。

会場の江南区文化会館はすばらしい
施設でした。

終日大会をささえた司会の拝野博一豊
栄地区公民館長さん お疲れ様でした。

新潟県教育委員会　坪川充
教育次長のあいさつ。

表彰式には受賞者23名の内９名の方が出席されまし
た。永年にわたって公民館活動を支えてこられた受
賞者の皆様、おめでとうございました。

「
第
69
回
新
潟
県
公
民
館
大
会
を
振
り
返
っ
て
」



5 ひとくち情報 ７月18日㈬　新潟県公民館大会リハーサル　江南区文化会館　事務局２名出席

マ
に
沿
っ
て
ト
ー
ク
者
か

ら
厳
し
い
現
実
の
中
で
、

心
が
け
て
い
る
こ
と
や
取

組
に
つ
い
て
紹
介
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
会
場
か
ら

も
地
域
の
学
習
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
た
取
組
や
学
社
融
合

の
取
組
例
を
述
べ
て
も
ら

い
、会
場
も
一
体
と
な
っ

た
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
と

な
り
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
次
の

よ
う
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
・
本
音
の
発
言
で
よ
か
っ
た
。

　
・ 

参
考
に
な
っ
た
。
公
民
館
の
意
義
と
取
組
に
つ
い
て
考

え
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
・ 

大
変
刺
激
に
な
っ
た
。

　
・
主
張
が
明
確
で
、現
代
の
課
題
に
応
え
て
い
た
。等
々

○
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

新
潟
市
市
民
芸
術
文
化
会
館
専
属
舞
踊
団 

Ｎ
ｏ
ｉ
ｓ
ｍ
１

の
若
手
研
修
生
カ
ン
パ
ニ
ー
、Ｎ
ｏ
ｉ
ｓ
ｍ
２
に
よ
る
ス
ペ

シ
ャ
ル
公
演
で
、監
督
振
付
の「
砕
波（
さ
い
は
）」を
上
演
し
ま

し
た
。会
場
の
皆
さ
ん
か
ら
大
き
な
拍
手
が
お
く
ら
れ
ま
し
た
。

○
事
例
発
表

上越地区代表　上野秀平さん

中越地区代表　齋藤真佐男さん

 下越地区代表　松井夫佐子さん

中越地区代表 齋藤真佐男さん（三条市中
央公民館長補佐）は７月28日（土）に急逝さ
れました。
心よりご冥福をお祈り申しあげます。

 

○
閉
会
式

浅
間
直
美
新
潟
市
中
央
公
民
館
長
よ

り
米
山
淳
新
発
田
市
中
央
公
民
館
長

へ
大
会
旗
が
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

次期開催地米山淳新発田市
中央公民館長のあいさつ。

笹川桂一新潟県公民館連合会副
会長が閉会のあいさつを行い全
日程が終了しました。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、第
69
回
県
公
民
館
大
会
を
開
催
す

る
に
あ
た
り
、細
や
か
で
丁
寧
な
事
前
準
備
と
当
日
の
対
応

に
徹
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
大
会
実
行
委
員
の
新
潟
市
内
の

公
民
館
職
員
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
広
瀬
）

№786（第３種郵便物認可）  平成30年８月15日 

トーク者２
杉山　茂一氏

昼食は彩りのよいおいしい
お弁当でした。

コーディネーター
中島　憲一氏

トーク者１
郷　扶二子氏



6７月19日㈭　第69回新潟県公民館大会　江南区文化会館　事務局２名出席 ひとくち情報

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

実
践

記
録
実
践

記
録

　
弥
彦
村
で
は
、子
ど
も
体
験
活
動
計
画
と
し
て
、年

間
に
独
自
企
画
を
３
回
お
隣
の
燕
市
と
共
催
で「
親

子
科
学
教
室
」を
２
回
行
っ
て
い
ま
す
。対
象
年
齢
は

保
育
園
の
年
長
児
～
小
学
生
と
し
て
い
ま
す
。
作
っ

た
り
、学
ん
だ
り
、楽
し
ん
だ
り
を
親
子
で
経
験
し
て

も
ら
お
う
と
参
加
者
を
募
集
し
、興
味
や
学
習
へ
の

意
欲
に
つ
な
げ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
、第
１
回
の
開
催
は「
石
け
ん
で
ロ
ー

ル
ケ
ー
キ
を
作
ろ
う
」と
題
し
、講
師
に
は
マ
ス

タ
ー
・
ソ
ー
パ
ー
＆
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
先
生
を

お
願
い
し
て
、ど
こ
か
ら
見
て
も
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
の

よ
う
な
可
愛
い
石
け
ん
作
り
を
企
画
し
ま
し
た
。

＊
講
座
の
様
子

　

大
変
う
れ
し
い
こ
と
に
、お
父
さ
ん
が
お
子
さ
ん

と
参
加
す
る
方
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
男
性
の
子

育
て
へ
の
参
加
の
き
っ
か
け
作
り
に
も
少
し
で
す

が
、役
に
立
て
て
き

て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。作
っ
た
も

の
が
、実
際
の
生
活

の
中
で
役
に
立
つ

と
い
う
事
も
、参
加

人
数
を
増
や
し
た

要
因
で
は
な
い
か

と
感
じ
て
い
ま
す
。

写
真
を
見
て
い
た

だ
く
と
わ
か
る
よ

う
に「
イ
ン
ス
タ
映

え
」す
る
の
で
す
。

同
じ
よ
う
な
も
の

は
１
個
も
な
く
、お

料
理
感
覚
で
お
母

さ
ん
方
は
夢
中
に

な
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、か
わ
い
い

Ｂ
Ｏ
Ｘ
に
入
れ
て

持
ち
帰
り
が
で
き

る
た
め
、プ
レ
ゼ
ン

ト
用
に
も
で
き
ま

し
た
。

　

今
回
、定
員
は
15

組
30
名
の
予
定
で

し
た
が
問
い
合
わ
せ

も
多
く
、親
子
で
36

名
の
参
加
者
と
な

り
ま
し
た
。
早
く
も

「
次
回
は
何
を
し
ま

す
か
？
」の
声
も
聴
か
れ
嬉
し
く
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

＊
今
年
度
の
活
動
予
定

　
第
２
回
目
は
学
校
給
食
の
栄
養
教
諭
と
村
の
管
理

栄
養
士
、さ
ら
に
弥
彦
村
食
育
推
進
協
議
会・食
生
活

改
善
推
進
委
員
会
と
の
共
同
企
画
で
毎
年
行
っ
て
い

る「
親
子
料
理
教
室
」が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
民

館
と
し
て
は
、お
料
理
が
で
き
る
間
の
時
間
で
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
担
当
し
ま
す
。

　

マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ア
タ
ー
を
使
っ
た
、野
菜
の
で
き

方
な
ど
を
知
ら
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

＊
今
後
に
つ
い
て

　
ま
ず
は
第
一
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
企
画
を
目
標

に
、努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
と
い
う
場
所
を
、身
近
な
場
所
に
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
も
の
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

 

弥
彦
村
公
民
館　
本
多
志
保
子

今年も楽しい企画を用意して、みんなをお待ちしています！

作ったり、学んだり、楽しんだり・・・たくさん遊んでみよう。

～子どもわくわく教室～

７月 ２８日 土 親子料理教室

１２月１９日 土 クリスマスリースを作ろう！ 親子で参加

２０１９年 ２月２日 土 わら細工教室（仮） 親子で参加

～親子科学教室～

科学・・・といっても、難しいことはちっともありません。
「なんだろう？」「へぇ～」という、興味を広げる場所だと思ってね。

８月４日 土 親子科学教室 親子で参加
２０１９年 １月１９日 土 親子科学教室 親子で参加
＊こちらは、燕市と共催です。 

＊子どもわくわく教室ですが、小さいお子さんがいる場合は、早めにご相談ください。

＊詳しくは弥彦村の「広報誌：やひこびと」等でお知らせします。

平成３０年度

弥彦村子ども体験活動計画表

№786（第３種郵便物認可）  平成30年８月15日 

先生のお話お父さんと一緒

さおりさん石けん

245 「子どもわくわく教室」
弥彦村公民館

22



7 ひとくち情報 ７月20日㈮　社団懇総会　じょいあす新潟会館　事務局２名出席

CirCle
サークル交流

　優しく楽しく、そして良く気が
つく。そんな性格の人が公民館に
来てくれたのは２年前、身なり、仕
草も上品で、容姿も戸籍上の年齢
より10は若く見えて、どう見ても
20代後半。こういう人に仕事をお願いしていいのか
と「ためらいがちに掛けた言葉に振り向く君に」みた
いな、昔の流行歌を思い出した次第です。そして色々
助けてもらいましたが、伝票の処理などいつも滞り
がちになる部分をてきぱきとこなしてもらって本当
に有難かったです。今春僕は退職となり職場を変え
ましたが、夜遅くまで残っている彼女の姿を折々見
かけます。小学校の時は剣道で活躍したそうですが、
おしとやかに見えて実は一途一本気の性格はそんな
ところにも垣間見られる気がします。娘さんが今プ
ロのゴルファーとして上に行こうと日々闘う生活。
母として応援しながら、そんな娘さんの姿に刺激を
受けて頑張っているのかもしれません。
 （せきかわ歴史とみちの館館長　安久　昭男　記）

関川村教育課・関川村村民会館

主査　瀬賀　元子さん

　平成27年４月に市民プラザ内の
生涯学習課（現在の文化・生涯学習
課）へ配属となりました佐藤春奈
さんを紹介します。
　以前の職場は、市民課で窓口証
明や戸籍の業務を担当し、学習推
進係に配属されてからは、主にシニア向け公民館講
座の企画・運営を担当しています。
　いつも元気で明るくとても物知りで、担当する講
座は、豊かな発想であらゆるジャンルから男女どな
たでも参加できることに配慮し、シニア世代の講座
受講者から楽しく学んでもらえるような講座をたく
さん計画しています。よく気が付き、面倒見がよく、
受講生の皆さんや講師から好かれています。
　また、担当する講座以外でも若い職員が企画する
いろいろな講座メニューの相談にのるなど後輩の育
成もしてもらっています。そのため、後輩からも慕わ
れ、頼れる存在になっています。今後もさらに幅広い
視点に立ち、いろいろな生涯学習の場を提供できる
よう、益々の活躍を期待しています。
 （柏崎公民館　五十嵐広之　記）

親
子
で
一
緒
に
遊
ん
で

　
　
　

幸
せ
い
っ
ぱ
い
♪

新
婦
人
親
子
リ
ズ
ム
の
会

　
会
員
は
現
在
８
組
の
親
子
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
対
象
年
齢
は
、あ
ん

よ
が
出
来
る
頃
か
ら
入
園
前
ま
で
の

お
子
さ
ん
で
す
。親
子
リ
ズ
ム
で
は
、

「
ご
あ
い
さ
つ
の
歌
」→「
リ
ズ
ム
体

操
」→「
集
団
遊
び
」を
し
て
皆
で
お

弁
当
を
食
べ
て
お
帰
り
と
い
う
流
れ

で
毎
週
金
曜
日
に
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
月
に
２
回
、指
導
員
の

方
も
来
て
下
さ
り
手
遊
び
歌
や
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
を
し
て
遊
ん
だ
り
も

し
ま
す
。「
リ
ズ
ム
体
操
」で
は
、音
楽

に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
ま
す
。
走

り
回
れ
た
り
も
す
る
の
で
子
供
達
は

大
喜
び
で
す
！
「
集
団
遊
び
」で
は

新
聞
を
ビ
リ
ビ
リ
破
い
た
り
、手
形

ス
タ
ン
プ
を
し
て
手
形
ア
ー
ト
を
し

た
り
、小
麦
粉
と
お
水
を
混
ぜ
て
小

麦
粘
土
を
し
た
り
と
、な
か
な
か
お

家
で
は
で
き
な
い
遊
び
を
取
り
入
れ

て
遊
ん
で
い
ま
す
。
お
弁
当
の
時
間

は
皆
で
仲
良
く
お
喋
り
♪
子
育
て
の

悩
み
相
談
や
世
間
話
し
を
し
て
マ
マ

達
も
ス
ト
レ
ス
発
散
！
マ
マ
同
士
も

お
友
達
に
な
れ
る
楽
し
い
空
間
で

す
。
今
し
か
見
ら
れ
な
い
こ
の
時
期

の
子
供
と
遊
べ
る
幸
せ
な
場
で
す
。

　
新
婦
人
親
子
リ
ズ
ム
の
会

 

五
泉
支
部 

代
表　
佐
藤　
紅く

美み 

記

　
燕
市・パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ

 

代
表　
山
本　
知
克　
記

柏崎市文化・生涯学習課 学習推進係

主事　佐藤　春奈さん

使
え
な
い「
教
室
や
講
習
会
に
通
っ

た
け
ど
よ
く
分
か
ら
な
い
」、そ
ん
な

声
か
ら
始
ま
っ
た
講
習
会
で
す
。
会

員
同
士
が
教
え
あ
う
ス
タ
イ
ル
で
講

師
も
生
徒
も
メ
ン
バ
ー
だ
か
ら
気
易

く
質
問
で
き
る
。
ま
れ
に
回
答
に
な

ら
な
い
こ
と
も
…
そ
こ
は
ベ
テ
ラ
ン

の
技
で
解
決
。
覚
え
る
に
は
人
に
教

え
る
事
が
一
番
の
近
道
と
信
じ
て
、

調
べ
て
も
分
か
ら
な
い
こ
と
は
後

と
、あ
た
り
前
の
こ
と
が
言
え
る
距

離
感
が
最
高
で
す
。「
ね
え
こ
れ
ど

う
、ち
ょ
っ
と
見
て
よ
、品
評
会
の
始

ま
り
」積
木
の
よ
う
に
出
来
る
事
が

増
え
る
っ
て
幾
つ
に
な
っ
て
も
嬉
し

く
て
笑
顔
が
溢
れ
ま
せ
ん
か
。
現
在

の
会
員
数
は
32
名
、創
立
30
年
余
、活

動
日
は「
毎
週
火
曜
水
曜
」少
し
多
く

感
じ
ま
す
が
、そ
れ
だ
け
講
座
や

サ
ー
ク
ル
の
掛
け
持
ち
の
方
が
多
い

と
い
う
事
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ　

　
　
　
　

活
動
日
誌

パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ

　
実
力
は
初
心
者
か
ら
講
師
レ
ベ
ル

ま
で
、３
年
目
と
な
る
初
心
者
向
け

パ
ソ
コ
ン
夏
期
講
習
会
。
ワ
ー
ド
と

エ
ク
セ
ル
を
毎
年
交
互
に
開
催
し
て

い
ま
す
。

　
画
面
を
見
な
が
ら
悪
戦
苦
闘
に
サ

ヨ
ナ
ラ
し
ま
せ
ん
か
？
パ
ソ
コ
ン
が

№786（第３種郵便物認可）  平成30年８月15日 
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館
で
ゲ
ー
マ
ー
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
育
成
講
座

が
企
画
さ
れ
る
の
も
近
い
将
来
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。

　

い
ろ
い
ろ
な
知
識
や
情
報
が
簡
単
に
手
に
入

る
時
代
で
す
の
で
、ま
す
ま
す
学
習
の
ニ
ー
ズ
が

多
様
化
し
て
い
ま
す
。住
民
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に

対
応
す
る
公
民
館
活
動
に
期
待
が
か
か
っ
て
く

る
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

最
後
に
、８
月
号
を
発
行
す
る
に
あ
た
り
、原

稿
を
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
最
近
テ
レ
ビ
を
観
て
い
た
ら
、将
来
就
き
た
い

職
業
に
プ
ロ
の
ゲ
ー
マ
ー
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー

に
な
り
た
い
と
い
う
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
頃
、み
ん
な
が
好
き
な
も
の
は「
巨

人・
大
鵬・
卵
焼
き
」と
い
う
時
代
に
育
っ
た
私
に

と
っ
て
ビ
ッ
ク
リ
で
す
。ｅ
ス
ポ
ー
ツ
が
ア
ジ

ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
種
目
と
な
り
ま
し
た
。
ま

す
ま
す
人
気
が
で
て
く
る
の
で
し
ょ
う
。
公
民

編
集
後
記

　

私
は
、平
成
7
年
に
加
茂
市
公
民

館
主
催
の
陶
芸
教
室
に
参
加
し
た
生

徒
で
作
っ
た
会
に
所
属
し
て
、毎
週

木
曜
日
夜
7
時
か
ら
9
時
ま
で
公
民

館
で
陶
芸
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

初
め
は
、形
も
イ
ビ
ツ
で
重
い
茶

碗
を
作
陶
し
て
い
ま
し
た
が
、よ
う

や
く
何
と
か
も
の
に
な
り
そ
う
な
器

を
作
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
ま
し

た
。
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
奥
が
深
く
ま

だ
ま
だ
で
す
が
、陶
芸
を
通
し
て
い

ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
出
会
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

今
は
、焼
き
方
を
勉
強
中
で
す
。

陶
芸
の
焼
き
方
は
、酸
化
と
還
元
の

二
つ
し
か
無
い
の
に
こ
れ
が
な
か
な

か
難
し
く
て
思
う
よ
う
に
は
行
き
ま

せ
ん
。
基
本
的
に
は
公
民
館
の
窯
は

電
気
窯
で
す
の
で
酸
化
焼
成
が
得
意

な
窯
で
す
の
で
い
い
の
で
す
が
、も

う
1
基
ガ
ス
窯
も
有
り
ま
す
。
こ
れ

は
還
元
焼
成
し
た
い
と
き
に
使
用
し

ま
す
が
電
気
窯
の
よ
う
に
素
直
に
昇

温
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。
時
間
も
17
時

「
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
」

青
木
　
敏
男

（
加
茂
市
）

※「
お
元
気
で
す
か
」の
コ
ー
ナ
ー
は
現
役
を
リ
タ
イ
ア
し
た
方
が
そ
の
後
も
元
気
に
活
動
し
て
い
る
様
子
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

気

す

元

で

か

お
に
い
が
た
　
生
涯
学
習
県
民�

�

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
８
開
催

　

県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
で
、

県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
次
の
日
時
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

平
成
30
年
９
月
14
日（
金
）

第
１
部　
10：00
～

１　
基 

調
講
演　

テ
ー
マ「
生
涯
学
び

活
躍
で
き
る
循
環
型
生
涯
学
習

社
会
」

　
　
講 

師　
長
澤　
成
次
さ
ん

 

（
千
葉
大
学
名
誉
教
授・　
　

 

日
本
社
会
教
育
学
会
会
長
）

２　

 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン　

テ
ー
マ 「
学
び
か
ら
活
躍
へ
～
実

践
す
る
人
々
～
」

　
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
丸 

田　
秋
男
さ
ん

 

（
新
潟
医
療
福
祉
大
学
副
学
長
）

　
　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
長 

澤　
成
次
さ
ん

 

（
千
葉
大
学
名
誉
教
授
）

　
　
パ
ネ
リ
ス
ト

　
　
　
野 

澤　
朗
さ
ん

 

（
上
越
市
教
育
委
員
会
教
育
長
）

　
　
　
高 

桑
紀
美
江
さ
ん

 

（
新
潟
県
生
涯
学
習
協
会
副
会
長
）

　
　
　
渡 

邊　
優
子
さ
ん

 

（
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
Ｎ
Ｐ
Ｏ

 

法
人
季
楽
々
理
事
長
）

第
２
部　
13：30
～

１　
開
会
式

２　

 

記 

念
講
演　
テ
ー
マ「
幸
せ
の
種
を

蒔
こ
う
。地
元
に
あ
る
宝
探
し
。」

　
　
講 

師　
大
桃
美
代
子
さ
ん

 

（
魚
沼
市
出
身･

新
潟
食
料

 

農
業
大
学
客
員
教
授
）

平
成
30
年
９
月
15
日（
土
）

　
10：00
～

　
　

 

防 

災
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ「
～
命
を
守

る
た
め
に　
大
切
な
こ
と
」

　
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
雲 

尾　
　
周
さ
ん

 

（
新
潟
大
学
准
教
授
）

　
　
パ
ネ
リ
ス
ト

　
　
　
佐 

藤　
和
彦
さ
ん

 

（
新
潟
県
Ｌ
Ｐ
協
会
）

　
　
　
田 

原　
　
理
さ
ん

 

（
新
潟
県
公
民
館
連
合
会
）

　
　
　
中 

野　
　
充
さ
ん

 

（
新
潟
青
陵
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

セ
ン
タ
ー
）

　
13：30
～

　
　

 
防 
災
講
演
会「
災
害
と
地
域
づ
く

り
」
～
イ
ザ
！
カ
エ
ル
キ
ャ
ラ

バ
ン
か
ら
学
ぶ
～

　
　
講 

師　
永
田　
宏
和
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
プ
ラ
ス･
ア
ー
ツ
理
事
長
）

　
※ 

そ
の
他
防
災
に
生
か
せ
る
豆
知
識

を
た
く
さ
ん
用
意
し
ま
し
た
。

　
　

 

申
し
込
み
不
要
・
参
加
費
無
料

で
す
。

　
※
お
問
合
せ

　
　

 

会 

場　
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン

タ
ー
（
新
潟
市
中
央
区
女
池
南

３

－

１

－

２
）

　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

　
　
　
０
２
５

－

２
８
０

－

５
６
１
６

間
く
ら
い
は
優
に
掛
か
り
ま
す
。

　
ご
承
知
の
通
り
陶
芸
は
基
本
的
に

2
回
焼
き
ま
す
。
1
回
目
は
素
焼
き

と
い
っ
て
器
の
中
に
水
分
が
無
く
な

る
よ
う
に
８
０
０
度
く
ら
い
ま
で
温

度
を
上
げ
ま
す
。
そ
の
後
、冷
め
て

か
ら
釉
薬
を
掛
け
て
本
焼
き
と
い
っ

て
釉
薬
が
融
け
て
ガ
ラ
ス
状
に
な
り

器
を
覆
う
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

１
２
３
０
度
く
ら
い
ま
で
温
度
を
上

げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
会
の
み
ん
な

と
ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン
作
っ
て
ド
ン
ド
ン

窯
焚
き
を
し
て
、ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ

ヤ
陶
芸
を
楽
し
ん
で
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

道 路 ふ れ あ い 月 間

毎年８月は「道路ふれあい月間」です。

『きらきらの  この道ずっと  守ろうよ』
国土交通省平成30年度「道路ふれあい月間」推進標語最優秀賞（代表標語）

吉　野　日　穂　さん（宮崎市恒久小学校）の作品

新潟県道路整備協会
会長（上越市長）　村　山　秀　幸

新潟市中央区新光町４-１　新潟県自治会館内
TEL 025（285）0041　　FAX 025（285）1609
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